
２０１０年１１月１４日 主日礼拝  《洗礼式・子供祝福式》 
 

司  会            ①沼田兄                                              ②小林猪兄             ③当麻泰兄     

奏  楽 

祈  祷                  ①水間兄                    ②川田兄          

   賛  美  聖歌６５６番   （わが魂いざたたえよ） 

使徒信条    

 

聖  書       ①           詩篇５１篇５～１２節 

 ②③                   ヘブル人への手紙１２章１～７節 

 

音  楽  ①          倉知契師 

         ②③ Ｃｌｏｕｄ Ｂｙ Ｄａｙ 

                                                                                                                                                                                                                                                 

メッセージ                     ①                       ｢あなたをあきらめない｣  坪井永城副牧師 

                   ②③ 「ブレない人生」                    大川従道牧師 

 

賛  美  「驚くばかりの恵み」 （２２９番・献金）  

頌  栄     「それ神は」 （７００番） アーメン 

祝  祷 
                                                                                                                                         

【大和ニュース】  

・ 受洗おめでとうございます！ ①梶山大君（中１） ②梶山結衣さん（小５） 
* 本日は、「子供祝福式」です。７才以下の子どもたちは講壇の前に集まって下さい。 
・ 本日､入門Ⅱ、手話、ＳＳ主任、ＹＹタイム（森チャペル・１２時半）、Ｊ.ＰＬＵＳあり。 
 
・ 今週も祈祷会を大切に！説教は菅原岳伝道師。 
・ 福音礼拝は、火曜昼２時半～３時半。説教は坪井副牧師。「劇団ミラクル」 
・ 準備祈祷会は､金曜夜９時から。説教は大野メディア主事。大川牧師按手あり。 
・ 週末礼拝は、土曜夜６時から。説教は倉知副牧師。楽しい礼拝です。 
・ 「土曜スクール」は子どものための特集です。Ｔガーデンにて。土曜朝９時半より。 
* バザーへのご協力を感謝します。全収益は９０８，７０６円でした。 
* インフルエンザ対策。当分握手中止。手洗いとうがい励行。 
* 来週は収穫感謝礼拝。やさいくだもの等々お捧げ下さい。土曜朝までに。 
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石の枕  

 
 本日、我が家の長男大（すぐる）中学一年、長女結衣小学五年が洗礼式を 
受けさせて頂ける恵みを心より主に感謝致します。また、洗礼を授けて下さる 
大川先生をはじめ、多くの兄姉のお祈りと励ましに支えられ、また金曜祈祷会でも 
ICA の生徒の為に祈って頂いている事をこの場をお借りして感謝申し上げます。 
 クリスチャンの親として、特に牧師として子どもが洗礼を受けるというのは、信仰 
生活上非常に大切で大きな目標です。親の信仰と立場を見て育って来たわけ 
ですから、彼らがどのようにイエス様を信じているか？心配な面があるのが本音 
です。しかし、憐れみ深い主は欠けだらけの親の信仰であっても、子どもたちに 
願いを起こさせ、この度実現へと至らせてくださいました。 

  
 洗礼というのは、イエス様を信じ従っていくという個人的な信仰告白を公に表し 
主を証しする場でもあります。また、この洗礼という信仰の証はサタンに対する 
戦線布告の場でもあります。そして、主の兵士としての任命式でもあり、主の 
圧倒的な永遠の勝利のしるしでもあるのです。もう一つの大切な点は、地域 
教会と全国、全世界にいる目に見えないキリストのからだの一部分としてつな 
がるということでもあります。それは過去も含めたすべての聖徒とイエス・キリスト 
を主とする神の家族とのつながりでもあります。 

 
私たち夫婦は、子どもが与えられてから受洗のことは、祈りつつ度々話し合って 

きました。子どもたちにとって洗礼を受ける時をどのように親として見定めていくかが 
課題でした。子どもがイエス様を信じていることは勿論理解していましたし、子ども 
達も毎週、朝一番早い日曜学校にも休まず通い続けてきました。献金も自分たち 
が与えられたお年玉やお小遣いの中からささげることも教えてきました。聖書も 
毎朝短くても読むようにもさせてきました。 

しかし、だからと言って子どもの明確な救いがハッキリしないまでは、親の立場 
から洗礼を受けさせたいという願いを胸の内にしまってきました。 

それは、子どもたちが自分の意志でしっかりと主に向き合い、罪と十字架の 
贖い、復活をハッキリと示され、主に従っていくという心からの悔い改めから洗礼を 
受けてほしいと願ったからです。 

 
今日は、私の父の召天日です。多くの方に祈られた父は二年前の今日天に 

召されました。孫の洗礼には立ち会えませんでしたが、キリストにより信仰を通して 
父と神の家族として永遠につながっていることを確信しています。父が蒔いてくれた 
福音の種に感謝し、天での再会を胸にいだきつつ、栄光を主に！  

梶山直樹（副牧師） 
 

宿 題 （祝 大 ） 今 週 もむさぼるように聖 書 を読 みましょう！ 

A コース：ヘブル１０章～ヤコブ２章  B コース：エゼキエル７章～２３章 


